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令和７年 第１回沼田町議会定例会 会議録 

 

                      令和 ７年 ３月１３日（木） 

                      午後 ４時００分  開 会 

１．出席議員 

  議 長 １０番 小 峯   聡 議員    １番 畑 地   誉 議員 

       ２番 篠 原   暁 議員   ３番 鵜 野 範 之 議員 

       ４番 久 保 元 宏 議員      ５番 三 浦 実 希 議員 

       ６番 伊 藤   淳 議員   ７番 長 野 時 敏 議員 

        ８番 大 沼 恒 雄 議員   ９番 上 野 敏 夫 議員 

 

２．欠席議員  なし 

  

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

  町  長    横 山   茂 君  教 育 長   三 浦   剛 君 

  監査委員    高 田   勲 君  農業委員会長 中 村 宗 寛 君 

 

４．町長の委任を受けて出席した説明員 

  副町長       菅 原 秀 史 君  総務財政課長  村 中 博 隆 君   

産業創出課長  小 玉 好 紀 君  農業推進課長 前 田 昌 清 君 

住民生活課長  嶋 田 英 樹 君  建設課長    瀧 本 周 三  君   

保健福祉課長  按 田 義 輝 君  和風園園長  安 念 昌 典 君 

旭寿園園長（なごみ施設長） 荒 川 幸 太  君 

 

５．教育委員会教育長の委任を受けて出席した説明員 

  教育課長      赤 井 圭 二  君 

 

６．農業委員会会長の委任を受けて出席した説明員 

  事務局長    神 薮   太 君 

 

７．職務のため、会議に出席した者の職氏名 

  事務局長     亀 谷 良 宏  君  書 記       髙 橋 愁 人 君 
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８．付議案件は次のとおり 

 

（議件番号） 

 

 

議案第２６号 

議案第２７号 

 

同 意 第 ２ 号 

発 議 第 １ 号 

 

議案第３７号 

議案第３８号 

 

（件   名） 

会議録署名議員の指名 

予算等審査特別委員会審査報告 

幌新いこいの森公園条例の一部を改正する条例について 

沼田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 

固定資産評価審査委員会委員の選任について 

沼田町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条

例について 

損害賠償の額の決定及び和解について 

令和６年度沼田町一般会計補正予算について 

閉会中の所管事務調査の申し出について 

議員の派遣について 
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開 会  午後 ４時００分 

 

（ 開 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達しています

ので、これより本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

 

（ 会議録署名議員の指名 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議

員は、会議規則第１２５条の規定により、４番、久保議員、５番、三浦議員を指名

いたします。 

 

（ 予算等審査特別委員会審査報告 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２、予算等審査特別委員会審査報告を議題といたしま

す。委員長の報告を求めます。 

○伊藤委員長（伊藤淳委員長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。伊藤委員長。 

（ 伊藤委員長登壇 ） 

○伊藤委員長（伊藤淳委員長）予算等審査特別委員会審査報告。本委員会に付託さ

れた次の事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定

により報告いたします。１、審査付託された事件につきましては、記載のとおりで

ございますので、お目通しをお願いいたします。２、審査の期間、令和７年３月７

日から１２日までのうち４日間。３、審査の結果、令和７年度は、横山町長が町政

運営を開始してから７年目となり、持続可能なまちづくりに向け実績と成果を町民

に示す重要な１年と考えます。新年度予算は、物価や人件費の上昇を受け、管理運

営費の高騰が著しく、一般会計が６５億円、６特別会計の総額は１９億２，２６３

万円、一般会計特別会計を合わせた総額８４億２，２６３万円は昨年と比べ約１０

億円の上積みとなり、大規模な施設整備事業がない中、近年にない予算の拡大とな

っています。基幹産業を発展させる事業として、「中山間携帯電波不感地域通信対

策事業」や「沼田町食の魅力発信拠点運営事業」、「ＮＵＭＡＴＡ ＴＯＭＡＴＯ 

ＴＯＷＮ構想推進事業」、「農産加工場機能増強事業」などは、産業の創出と稼ぐ力

に向けた予算編成と感じ取れます。社会教育や国際交流の分野と連携した英会話教

育推進のための外国語指導専門職員の採用は、沼田学園の特色ある学びの強化とな

り評価するところです。日本一の子育て支援、選ばれる教育として移住定住の拡大

につなげ、少子高齢化の対策にも対応することを期待します。また、ＪＲ留萌本線
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廃止が残り１年となり、公共交通やまちづくりに対する影響をプラスに転換する政

策と町民との十分な協議と説明を望みます。以上、各課各部署より説明を受け慎重

に審査した結果、本委員会に付託された条例案５件と予算案９件につき、次の意見

を付して原案どおり決定するものとして報告します。（１）自治体ＤＸによる町民

サービスの向上と低コスト化。自治体ＤＸや庁舎内システムのガバメントクラウド

移行経費は、デジタル化に伴うクラウド利用料や保守点検料などの経費の急騰が財

政を圧迫する要因となります。ガバメントクラウドは国の推進事業なので、コスト

は町が負担することがないように望みます。費用の拡大や公共施設の在り方も懸案

事項として存在していることから、事業の効果的な執行を図り、将来に負担を残さ

ない収支の厳格化と財源の確保が必要と考えます。外部からの専門人材の登用によ

り、利便性の向上と低コスト、住民サービスへの普及を意識し、ＤＸ化を進めるこ

とを望みます。（２）町民が親しみと誇りを持てるＮＵＭＡＴＡ ＴＯＭＡＴＯ 

ＴＯＷＮ構想。ＮＵＭＡＴＡ ＴＯＭＡＴＯ ＴＯＷＮ構想の推進は、町全体で協

力体制を築き、町民に愛し親しまれるトマト羊などの商品が、町外の消費者に支持

されることが重要です。トマト加工品が人気商品となっていることから、加工用ト

マトの生産量の拡大は急務であると考えます。チャレンジする気持ちを実現可能な

事業に実装し展開することを望みます。以上です。 

○議長（小峯聡議長）委員長の報告が終わりました。予算等審査特別委員会付託の

条例５件、令和７年度会計予算９件の議案につきましては、議員全員による予算等

審査特別委員会で審査、採決したものであり、委員長報告は、意見を付して全て原

案可決であります。お諮りいたします。議案第２１号から議案第２５号、議案第２

８号から議案第３６号までの１４件は、委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第２１号から議案第２

５号、議案第２８号から議案第３６号までの１４件は、委員長報告のとおり決定い

たしました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３、議案第２６号、幌新いこいの森公園条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）議案書のページ、４４ページになろうか

と思います。お開き願いたいと思います。議案第２６号、幌新いこいの森公園条例
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の一部を改正する条例について。幌新いこいの森公園条例の一部を改正する条例を

提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。幌新いこいの森公園条例

の一部を改正する条例、第２表の表中、ふれあい広場の項及びパーゴルフ場の項を

削る。別表を次のように改める。提案理由を申し上げます。幌新いこいの森公園条

例を現状に即したものとし、より適切な運営を行うことを目的とし、過去にローラ

ースケート場やフリーのキャンプサイトがあったふれあい広場については、現在は

その利用がなく、廃止することとし、また、ダム下のパークゴルフ場は利用実態が

ないことから廃止をし、オートキャンプ場のくくりの中でフリーサイトとし活用す

ることで、キャンプ場利用者の利便性向上を図ることとしてございます。また、昨

今の物価上昇や道内の主要キャンプ場の料金を比較した中で、現状に即した利用料

金の改定と、新たに入場料を徴収することとし、適正な運営を維持することとして

おります。以上、提案理由とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第２６号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第２６号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第４、議案第２７号、沼田町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）議案第２７号、沼田町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。沼田町

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例



 

6 

を提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。沼田町家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。条文の読み上

げを省略いたしまして、提案理由を申し上げます。沼田町家庭的保育事業とは、沼

田認定こども園のことを指しますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革

の推進を図るための関係法律の整備に関する法律により、栄養士法が改正され、こ

れまでは、管理栄養士国家試験は栄養士の免許を受けた者でなければ受けることが

できなかったところ、改正後におきましては、管理栄養士養成施設卒業者について

は栄養士免許の取得が不要となりました。児童福祉施設の設備及び運営に関する基

準により、児童福祉施設の運営等に関する要件として栄養士を配置することが求め

られておりますが、今後は栄養士免許を有さない管理栄養士を配置した場合であっ

ても、同要件を満たすことができるように改正を行うものであり、本条例において

も同様に文言の追加を行うものであります。なお、施行日は令和７年４月１日から

施行することとしております。以上、提案理由の説明といたします。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第２７号に

ついて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって議案第２７号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 人 事 案 件 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第５、同意第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任

についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）同意第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任につき、議

会への意見を求めることについて、現評価審査委員であります鵜野育雄氏の任期

が、令和７年３月２４日をもって任期満了を迎えるとともに、本人より勇退の意向



 

7 

が示されたため、地方税法第４２３条第３項の規定によって議会への同意を求める

ものであります。推薦する方は、住所が沼田町本通り３丁目４番１９号。氏名が上

林達夫氏。生年月日、昭和３２年１０月２６日生まれ、６７歳です。上林氏につき

ましては、昭和５８年より家業の飲食店に従事され、これまでに商工会理事や、現

在では令和４年より沼田消防団第１分団長として御活躍をいただいている方であ

り、識見、人格ともにまさに適していますので、御提案を申し上げます。令和７年

３月６日提出。沼田町長、横山茂。以上、よろしく御審議のほど、お願い申し上げ

ます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。お諮りいたします。本案は人事案件で

ありますので、質疑、討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本案は質疑、討論は省略す

ることに決定しました。本案についての採決をいたします。お諮りいたします。同

意第２号は同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本案は同意することに決定

しました。 

 

（ 条例の発議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第６、発議第１号、沼田町議会の個人情報の保護に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。本件は議会発議であり

ます。この際、説明、質疑、討論を省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認め、説明、質疑、討論を省略することに決定

しました。発議第１号について採決いたします。お諮りいたします。本案は原案の

とおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決さ

れました。ここで暫時休憩といたします。 

午後４時１５分 休憩 

 

午後４時１５分 再開 

（ 日程の追加 ） 

○議長（小峯聡議長）それでは再開いたします。議事日程の追加についてお諮りい
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たします。ただいま町長から議案２件、議会から２件が追加案件として提出されま

した。これを日程に追加し、議題にしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、日程第７、議案第３７号、

損害賠償の額の決定及び和解について、日程第８、議案第３８号、令和６年度沼田

町一般会計補正予算について、日程第９、閉会中の所管事務調査の申し出につい

て、日程第１０、議員の派遣についてを日程に追加し、議題とすることに決定いた

しました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第７、議案第３７号、損害賠償の額の決定及び和解につ

いてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○住民生活課長（嶋田英樹住民生活課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。住民生活課長。 

○住民生活課長（嶋田英樹住民生活課長）議案第３７号、損害賠償の額の決定及び

和解について。提案を朗読いたします。緑町公営住宅の落雪事故による損害を下記

のとおり賠償し、これに伴う和解をすることについて、地方自治法第９６条第１項

第１２号及び第１３号の規定により議決を求める。記。１、損害賠償額、１９万

４，０００円。２、相手方、沼田町緑町２番２１号緑町団地２１号棟１４０号。木

村俊昭様でございます。３、事故の概要、令和７年１月２７日、空き家となってい

る緑町団地屋根雪の落雪により、駐車していた入居者の自動車に雪が当たり、車体

の一部を損壊した。４、和解条項、相手方は、町に対し、上記金額の支払以外は、

いかなる損害賠償も請求しない。令和７年３月１３日提出。町長名でございます。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。本案について採

決いたします。お諮りいたします。議案第３７号は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第３７号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第８、議案第３８号、令和６年度沼田町一般会計補正予

算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）議案第３８号、令和６年度沼田町一般会

計補正予算について。令和６年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出す

る。令和７年３月１３日提出。町長名でございます。会議資料の２２番。令和６年

度沼田町一般会計補正予算（第９号）２ページをお開きください。令和６年度沼田

町一般会計補正予算（第９号）。令和６年度沼田町一般会計補正予算（第９号）

は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ１９万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ７０億６６０万２，０００円と定める。２項、省略させていただきます。

繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越し

て使用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。令和７年３月１

３日提出。町長名でございます。８ページをお開き願いたいと思います。歳出でご

ざいます。２款総務費、１項１目一般管理費、２１節補償補填及び賠償金１９万

４，０００円を補正計上するものですが、今ほど議案第３７号で承認いただいた緑

町公営住宅落雪事故損害賠償金でありまして、賠償金額が確定したことにより予算

計上するものでございます。３款民生費１項１目社会福祉総務費、１２節委託料を

１８節負担金補助及び交付金へ予算を組み替えるものでありまして、１月臨時議会

で承認いただき事業執行しております住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金事

業ですが、年度末の実績により２３２万４，０００円減額整理し、次年度の定額減

税補足給付金不足額給付金の対象となる世帯へ給付できるよう名称及び予算を組み

替え予算措置するものでございます。７ページへお戻りください。歳入です。２２

款諸収入、４項５目雑入１９万４，０００円を増額補正するものでございますが、

緑町公営住宅落雪事故損害賠償にかかる保険金でございます。３ページへお戻りく

ださい。下段でございます。第２表、繰越明許費、３款民生費、１項社会福祉費、

低所得者支援及び定額減税補足給付金不足額給付事業２３４万２，０００円は、先

ほど歳出でも御説明いたしましたが、令和７年度の定額減税補足給付金不足額給付

金にかかる事業費を繰越し措置とするものでございます。以上、申し上げまして提

案説明とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。本案について採

決いたします。お諮りいたします。議案第３８号は、原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第３８号は原案のとお

り可決されました。 

 

（ 閉会中の所管事務調査の申し出について ） 

○議長（小峯聡議長）日程第９、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題と

いたします。お諮りいたします。本件は、総務民教建設常任委員会及び産業福祉常

任委員会が調査終了までの閉会中の所管事務調査の申出であります。この際、説明

を省略し、許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は許可することに決定

しました。 

 

（ 議員の派遣について ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１０、議員の派遣についてを議題といたします。お諮

りいたします。本件は、記載のとおり、令和７年度における議員の派遣でありま

す。この際、説明を省略し、これを許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は許可することに決定

しました。 

 

（ 閉 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）以上で、本定例会に付議された案件は全て終了しました。こ

れにて、令和７年第１回沼田町議会定例会を閉会いたします。御苦労さまでした。 

午後 ４時２４分 閉会 
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会議の経過を記載し、その内容に相違ないことを証するためにここに署名する。 
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